
 

 
 

 

平成 16 年度上半期代診支援実績 

第４号 

第２号 

 

平
成
１
６
年
度
第
１
回
三
重
県
へ
き
地
医
療
研
修
会
～
９
月
４
日
・
５
日
～ 

へ
き
地
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
へ
き
地
医
療
研
修
会
を
２
日
間
に
わ
た
り
南

勢
町
相
賀
浦
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
へ
き
地
・
地
域
医
療
の
一
線
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

ら
６
７
名
が
参
加
。
南
勢
町
住
民
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

講
演
会
、
実
技
研
修
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

山
田
赤
十
字
病
院
が
拠
点
病
院
参
加 

 

５
番
目
・
平
成
１
６
年
７
月
１
日 

主
に
鳥
羽
離
島
地
域
の
へ
き
地
医
療
支
援
体
制
を
強

化
す
る
た
め
に
、
平
成
１
６
年
７
月
１
日
よ
り
、
県
内

５
番
目
の
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
と
し
て
山
田
赤
十
字

病
院
が
協
力
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

〔
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院 

Ｈ
１
６
年
９
月
現
在
〕 

県
立
志
摩
病
院
、紀
南
病
院
、県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

尾
鷲
総
合
病
院
、
山
田
赤
十
字
病
院
（
指
定
順
） 

発行元 

三重県 

へき地医療支援機構 

電話 0599-43-0501 

発行日 

平成 16 年 11 月 1 日 

  

【
編
集
後
記
】
今
年
は
、
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
に
支
援

機
構
が
で
き
、
各
支
援
機
構
が
Ｈ
Ｐ
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
２
年
目
の
当
支
援
機

構
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ご
意
見
下
さ
い
。（
山
添
） 

支
援
機
構
宛sien

k
ik

ou
@

sh
im

a
hp

.p
re

f.m
ie.jp 

支
援
機
構
・
今
後
の
予
定 

巡
回
診
療
・
代
診
医
派
遣
は
継
続
し
て
実
施 

へ
き
地
医
療
先
進
地
視
察
研
修 

１
１
月
４
日
・
５
日 

〔
視
察
先
〕
岐
阜
県
郡
上
市
和
良
地
域
健
康
福
祉
局 

 

へ
き
地
医
療
研
修
会 

年
度
内
拠
点
病
院
で
開
催 

へ
き
地
医
療
支
援
連
絡
調
整
会
議 

３
ヶ
月
毎 

※
支
援
機
構
Ｈ
Ｐ
・
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
で
案
内 
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三
重
県
で
は
、
地
域
社
会
の
医
療
の
確
保
と
向
上
お
よ
び
地
域
の
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
の
に
最
も
適
し
た
総
合
医
を
主
と
し
て
育
成
す
る

た
め
自
治
医
科
大
学
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室
救

急
・
へ
き
地
対
策
Ｇ 

電
話
０
５
９
―
２
２
４
―
３
３
７
０
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。（
支
援
機

構
Ｈ
Ｐ
か
ら
リ
ン
ク
あ
り
）http
://

www
.pr

ef.
mie

.jp
/ir

yos
/ji

tii
dai

/ny
usi.htm 

 

県
の
医
師
確
保
支
援
に
つ
い
て 

平
成
１
６
年
度
よ
り
へ
き
地
医
師
確
保

対
策
と
し
て
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
、
県
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
他
県
等
で
勤
務
す
る
医
師
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

く
に
診
療
所
希
望
者
が
多
い
印
象
で
す
。
寄

せ
ら
れ
た
情
報
は
、
県
へ
き
地
医
療
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
で
医
師
募
集
を
行
っ

て
い
る
地
域
医
療
機
関
・
自
治
体
へ
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
（
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室
救
急

へ
き
地
対
策
Ｇ
） 

  

診
療
所
の
あ
る
地
区
を
、 

診
療
所
医
師
に
紹
介
し
て
頂 

き
ま
す
。
第
４
回
菅
島
で
す
。 

菅

島
町

は
、
鳥
羽
市

佐
田

浜
港

か
ら

東
南

へ

約
３

ｋ
ｍ

、
市
営

定
期

船
で

１
８

分
の

距
離

に
あ

る
。
島

内

は

標
高

２

３

７

ｍ

の

大

山

を
中

心
に

全

体

が

山

地
と

な
っ

た
島

で
、
面

積
４
・

５
２
平

方
キ

ロ

メ
ー

ト
ル

、
周
囲

１
３

ｋ
ｍ

、
世
帯

数

２
１
４

世
帯

、
人

口
８

３
９

人
。
高

齢
化

率
は

２
８

．
５

％
と

増

加
傾

向
に

あ
る

が
、
年
少

人
口

に
つ

い
て
は

花
嫁

イ

ベ
ン

ト
の

効
果

に
よ

り
結

婚
と

出
産

が
増

え
、
他

離

島
に

比
し

大
き

な
減

少
に

ま
で

至
っ

て
い

な
い

。
業

種
別

で
み

る
と

漁
業

従
事

者
が

一
番

多
い

が
、
第

１

次
産

業

よ

り
も

第

３

次

産

業

従

事

者
の

ほ
う

が

多

く

な

っ
て

い
る

。
気
候

は
決

し
て

温
暖

と
は

言
え

ず
、
特

に
冬

期
の

強
風
、

寒
冷

は
相

当
厳

し
い

。
島

民

の
疾

病
で

は
、
高

血
圧

、
高

脂
血

症
、
糖

尿
病

、
心
疾

患
、

肥

満

症
な

ど

生

活

習

慣

病

が

多
く

都
会

と

同

じ

傾

向
に

あ
る

。 
 
 
 

（
鳥
羽
市
立
菅
島
診
療
所 

上
野 

宏
之 

記
） 

 

と
ば
し 

 
 

す
が
し
ま 

鳥
羽
市
・
菅
島 

 

◎
夏
期
へ
き
地
医
療
体
験
実
習
開
催 

 
 

県
養
成
医
師
対
象
・
県
下
３
地
域 

 
 

平
成
１
６
年
度
夏
期
へ
き
地
医
療
体
験
実
習
を
８
月

２
０
日
・
２
１
日
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
の

自
治
医
大
学
生
に
、
本
年
度
よ
り
県
医
師
修
学
資
金
貸

与
者
も
加
わ
り
総
勢
８
名
が
３
地
域
（
宮
川
村
、
南
勢

町
、
紀
南
地
域
）
に
わ
か
れ
実
習
。
待
合
室
で
患
者
さ

ん
と
お
話
す
る
待
合
室
実
習
、
地
域
勤
務
医
師
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
、
参
加
者
は

県
庁
に
集
ま
り
報
告
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

【
御
礼
】
南
勢
町
相
賀
浦
区
民
、

南
勢
町
立
病
院
職
員
様
を
は
じ
め

遠
方
よ
り
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

17 年度自治医大 

入試受験者募集 

 

診
察
室
の
窓
か
ら 

 

県立志摩病院 

県立総合医療センター 

宮川村国保 

報徳病院 
鳥羽市立菅島診療所 

南勢町立病院 

紀南病院 

  

紀和町立 

紀和診療所 

へき地医療拠点病院 

尾鷲総合病院 

南勢町相賀浦（おうかうら） 

山田赤十字病院（平成１６年7月参加） 

鳥羽市立桃取診療所 

鳥羽市立長岡診療所 

この号の関連地図 

 

【
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
す
】
へ
き
地
医
療
研
修

会
参
加
者
の
要
望
が
多
か
っ
た
郡
上
市
和
良
町
へ
１

１
月
４
日
・
５
日
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
視
察
内
容
は
次
号
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

平
成
１
６
年
度
上
半
期
代
診
実
績 

 

依
頼
に
対
し
て
派
遣
率
１
０
０
％ 

 

平
成
１
６
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３
０
日
ま
で

の
支
援
実
績
で
す
。
特
別
休
暇
に
伴
う
臨
時
代
診
を

含
め
、
依
頼
に
対
し
１
０
０
％
へ
き
地
医
療
拠
点
病

院
よ
り
派
遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
無
医
地
区

（
紀
南
４
地
区
）
に
対
す
る
巡
回
診
療
は
、
引
き
続

き
紀
南
病
院
が
実
施
中
で
す
。 

 

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ

る
場
合
、
派
遣
さ
れ
る
医
師
の
業
務
は
、
残
さ
れ
た

医
師
が
担
い
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
調
整
に
は
各
病
院

事
務
担
当
者
が
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
。
へ
き
地
診

療
所
に
対
す
る
代
診
制
度
は
、
派
遣
医
師
の
み
な
ら

ず
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
  

第
１
回 

へ
き
地
医
療
研
修
会 

日
程
表 

テ
ー
マ
「
へ
き
地
医
療
・
地
域
医
療
入
門
」 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
一
部
抜
粋
】 

・
他
職
種
や
行
政
関
係
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
。・
地

元
住
民
が
入
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
直
接
声
が
聞
け
た
。・
研
修
会

に
出
に
く
い
方
に
対
し
て
支
援

を
。・
今
後
も
各
地
で
こ
の
よ
う
な

研
修
会
を
計
画
し
て
ほ
し
い
。・
懇

親
会
で
の
意
見
交
換
が
一
番
。 

◎
Ｈ
１
７
年
度
も
地
域
で
の
へ
き

地
医
療
研
修
会
を
お
楽
し
み
に
！ 

 

今
回
の
南
勢
町
開
催
に
は
、
奈
良
・
愛
知

の
県
外
か
ら
の
参
加
も
含
む
、
医
師
・
看
護

師
・
事
務
・
保
健
師
ら
１
０
職
種
６
７
名
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。遠
路
ご
協
力
い
た

だ
い
た
講
師
先
生
方
の
お
か
げ
で
開
催
で

き
た
講
演
会
・
実
技
研
修
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

１
日
目
研
修
日
程
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

志
を
同
じ
く
す
る
も
の
ど
う
し
熱
心
な
意

見
交
換
が
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

ワークショップを 2 つ開催 

http://www.pref.mie.jp/ 

iryos/hekiti/fureai.htm  

「いろいろな職種の方と出会え、  

コミュニケーションがとれた」 

※平成 16 年度上半期 H16.4.1~9.30 
※紀南病院は紀和診療所へ定期支援 

 


